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研究成果の概要（和文）： 

我々は不安による痛み修飾における海馬の機能と日常の身体愁訴との関係について研究した。

機能的MRIを用いて、痛み刺激とそれに先立つ不安のキューへの脳神経の反応を調べ、質問紙に

よって得られた日常の身体愁訴との関係を分析した。日常の身体愁訴の発現は不安条件を区別す

る際の海馬の機能不全と関係しており、海馬とそれに関連した脳皮質の反応が弱い不安に対して

抑制されることが、日常の身体愁訴の軽減に影響していることがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We investigated the relationship between the hippocampal function of pain modulation induced by 

anxiety and daily physical complaints. We measured neural response to pain stimulation and 

preceding anxiety cue by functional MRI, and analyzed the correlation of this neural process with 

daily physical complaints assessed by questionnaire. Manifestation of daily physical symptoms was 

related to the hippocampal dysfunction in discrimination of anxiety states. The inhibition of neural 

response to low anxiety state in the hippocampus and associated cortices influenced the reduction 

of daily physical complaints. 
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１．研究開始当初の背景 

身体症状の発症・増悪に心理社会的要因が
関与する「心身症」とよばれる病態では、一

般的な内科的治療で改善せず慢性化するも
のが多い。こうした病態が存在するとき、身
体-脳の相互連関において、情動の処理不全を
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起こしやすい神経素因があり、心身の緊張状
態が持続し身体症状に至る機序が考えられ
る。 

 

２．研究の目的 

海馬は慢性ストレスに対する脆弱性があ
ることがわかっている。一方で脳機能画像研
究では、急性ストレスとして痛み刺激を用い
た際の不安による痛みの増幅に海馬が重要
な役割を果たしていることが報告されてい
る。しかし、この不安によって急性の侵害刺
激が増幅するメカニズムが日常の身体愁訴
に与える影響については調べられていない。
我々は不安による痛み修飾における海馬の
機能と日常の身体愁訴との関係について、機
能的 MRI(fMRI)を用いて調査した。 

 

３．研究の方法 

健康な右利きの被験者(n=18, 12 female, 
mean age=29.3y.o) に日常の身体愁訴の程度
を調べるために身体化指標の質問紙 
(Symptom Checklist-90-Revised; SCL-90-R)
を記入させた。以下の条件付けのセッション
を施行した。数種類の視覚的キューの短時間
の提示の後に短い電気刺激を右足に与え、
visual analog scale (VAS)にて痛みの不快
感の評価をさせた。軽度の不安を伴うキュー
(CLoA)の後には中等度の一定の痛み 
(middle-electric stimuli low-anxiety; 
MidESLoA)のみを、強い強度の不安を伴うキ
ュー(CHiA)の後は中等度の痛み
（middle-electric stimuli high-anxiety; 
MidESHiA）か強度の痛みのどちらかを与えた。
つぎに同様の事象関連モデルにて fMRI 下で
BOLD効果を測定した。（図１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１実験条件 
 
 
 

４．研究成果 
VASの結果によると MidESHiA は MidESLoA よ
り有意に高いことがわかった。これより、同
じ強さの電気刺激でも強い不安を伴うほう
が弱い不安を伴うよりも痛みを強く感じて
いることが示された。（図２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 条件別の VASの平均値 
 
 
 
fMRIの結果によると、不安のキューの強弱

に海馬が反応しており、その海馬の反応は日
常の身体愁訴の程度と負の相関をしていた。
このことから、海馬の機能不全が日常の身体
愁訴の発現に関係していることが示唆され
た。（図 3・表 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ キューへの海馬の反応と身体愁訴 



 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 不安のキューに反応した領域 
 
 
 
また、キューを見たときの海馬の反応と痛み
を受けた時の下前頭回、中前頭回、海馬の反
応に関連がみられ、弱い不安を伴う痛み条件
の際のこれらの領域の反応が、日常の身体愁
訴の程度と正の相関をしていることがわか
った。このことから、これらの部位の活動が
弱い不安のもとで抑制されないことが日常
の身体愁訴の発現に関係していることが分
かった。（図 4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 不安への海馬の反応へ関連して痛み
刺激時に反応した脳の部位の賦活と身体愁
訴との関係 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 不安への海馬の反応へ関連して痛み
刺激時に反応した脳の部位 
 
 
日常の身体愁訴の発現は不安条件を区別

する際の海馬の機能不全と関係しており、海
馬とそれに関連した脳皮質の反応が弱い不
安に対して抑制されないことが、日常の身体
愁訴の増悪に影響していることがわかった。  

強い不安の際の海馬やそれに関連して働
く脳領域の賦活による感覚の鋭敏化は回避
行動を促し、生体を保護する役割があると考
えられるが、弱い不安の際にそれらの機構が
解除されないと、ストレスが遷延し、身体的
緊張の持続を招くことで、身体症状やさらな
るストレスを生み、悪循環していく恐れがあ
ると考えられる。 
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